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平均年齢？歳 

               今年は「岡本地区が防火・防災モデル地区」に指定さ

れており、「防災お餅つき」という名称のもと盛大に開催

されました。 

日本古来の伝統ある餅つきを、大人子供問わず力強 

く杵を振り上げ、約２６キロの餅をつきあげました。出来

上がった餅を食べながら、久しぶりに会った人と話がはずんだり、知人の

近況を確かめるなど、楽しいひと時を過ごしていました。 

また赤十字社の方による出前講座でワークショップをし、災害時の心

構えなどのお話を聞くことにより防災の意識を高める良い機会でした。 

最後は、参加者も巻き込みながら「防災忍者体操」をして閉会。とても

充実した内容でコミュニーケーションの輪が広がり、地区の活性化や災

害時にはみんなで助け合う絆も深まったことと思います。 

福井県赤十字社による 
防災講座 

よさこい踊りと防災忍者体操 

 

お餅つきに挑戦  
 



 

レ
コ
ー
ド
コ
ン
サ
ー
ト 

岡
本
地
区 

新
旧
区
長
会 

開
催 

２
月
14
日
（
土
）
岡
本
公
民
館
に
お
い
て
、
新
旧
区

長
会
を
開
催
。
新
旧
区
長
の
自
己
紹
介
の
後
、
自
治

振
興
会
と
区
長
会
の
運
営
（
年
間
事
業
等
）
に
つ
い
て

説
明
が
あ
り
、
意
見
交
換
を
し
ま
し
た
。 

ま
た
役
員
改
選
を
行
い
、 

令
和
８
年 

区
長
会
長 

定
友
町 

林 

修
一 

氏 

副
会
長 

杉
尾
町 

加
藤 

治 

氏 

を
選
出
し
、
満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

町
内
自
治
、
地
域
自
治
の
た
め
に
一
年
間
よ
ろ
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

第
二
回 

配
食
サ
ー
ビ
ス 

越
前
市
役
所 

環
境 

政
策
課
職
員
に
よ
る
、 

ご
み
の
分
け
方
出
し
方 

に
つ
い
て
の
出
前
講
座 

を
開
催
し
ま
し
た
。 

越
前
市
の
ご
み
の
現 

状
、
そ
し
て
ご
み
分
別
の
説
明
後
、
ハ 

ン
ガ
ー
、
カ
ッ
プ
麺
、
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
容
器 

の
捨
て
方
を
ク
イ
ズ
形
式
で
知
る
こ
と 

が
出
来
ま
し
た
。 

ゴ
ミ
の
出
し
方
の
動
画
等
も
あ
る 

と
聞
い
て
ま
す
の
で
皆
さ
ん
も
是 

非
一
度
ご
覧
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
。 

越
前
市
の

に
掲
載
さ
れ
て
い
ま 

す
。 

ゴ
ミ
の
分
け
方
・
出
し
方

３月１日（日）南越消防組合中消防署 

において救急救命講習が開催され、 

安全防災部からは６名が参加しました。 

座学と AED 実演があり、特に AED 実 

演では機械の使い方だけでなく、心臓 

マッサージ(胸骨圧迫)の大切さを学びました。速さは

約 100 回／分で、救急隊到着までにする事で人命救

助が出来るとのことでした。 

                        緊急事態に遭遇しても、 

慌てずに家族や身近な人 

を助けられるよう、対応が 

出来るよう備えることの大 

切さをあらためて考えさせ 

られる時間となりました。 

普通救命講習会 

和
紙
達
見
守
り
隊
の
反 

省
会
を
３
月
７
日
に
行
い
ま 

し
た
。隊
員
の
皆
様
と
自
治 

振
興
会
窪
田
会
長
、岡
本 

小
学
校
福
岡
校
長
、今
立 

交
番
か
ら
加
藤
巡
査
部
長
、 

吉
田
巡
査
、佐
々
木
巡
査
に
も
ご
参
加
い
た
だ

き
、1

年
間
の
活
動
状
況
や
問
題
点
な
ど
が
話
し

合
わ
れ
ま
し
た
。 

 

ま
た
、６
年
生
児
童
か
ら
隊
員
の
皆
様
に
お
礼

の
言
葉
や
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
手
渡
さ
れ
、感
動
的
な 

心
温
ま
る
会
と
な
り
ま
し
た
。 

 

見
守
り
隊
の
皆
様
、い
つ
も
子
ど

も
達
の
登
下
校
を
見
守
っ
て
い
た

だ
き
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
お
体
に
は
十
分
気
を

付
け
て
、引
き
続
き
見
守
り
活
動

の
方
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

和紙達見守り隊反省会 

 
 

 

３
月
の
初
日
、
例
年
に
な
く
温
か
い
日
に 

な
り
ま
し
た
。 

 
  

７５
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら
し
の
方
や
ご
夫 

婦
で
お
住
い
の
方
に
、
手
作
り
の
お
弁
当
を 

お
持
ち
し
ま
し
た
。 

「
コ
ロ
ナ
の
時
も
美
味
し
か
っ
た
で
す
が
、
最
近

は
手
作
り
で
よ
り
美
味
し
い
で
す
。」「
美
味
し
か

っ
た
で
す
。
安
く
提
供
し
て
い
た
だ
い
て
助
か
り

ま
す
。
」
と
喜
ば
れ
ま
し
た
。 

こ
の
よ
う
な
事
業
を
と
お
し
て
、
ふ
れ
あ
い
が

続
く
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。 

3/1 

3/1 

２
回
目
の｢

ビ
ン
テ
ー
ジ
オ
ー
デ
ィ
オ 

で
聴
く
レ
コ
ー
ド
ー
コ
ン
サ
ー
ト｣

を
開 

催
。
あ
い
に
く
の
雨
で
寒
い
日
で
し
た
が 

多
く
の
方
が
来
ら
れ
賑
や
か
な
雰
囲
気 

の
中
で
響
く
音
に
酔
い
し
れ
ま
し
た
。 

お
気
に
入
り
の
レ
コ
ー
ド
を
持
ち
込
ん
で
楽
し
ま
れ

た
り
、
飾
っ
て
あ
る
レ
コ
ー
ド
を
リ
ク
エ
ス
ト
さ
れ
た

り
、
コ
ー
ヒ
ー
片
手
に
お
菓
子
を
つ
ま
み
な
が
ら
音
楽 

に
つ
い
て
楽
し
そ
う
に
談
笑
さ
れ
て
い
る 

姿
が
印
象
的
で
し
た
。
多
く
の
人
が
同
じ 

曲
を
一
緒
に
聴
く
事
は
と
て
も
新
鮮
で
楽 

し
か
っ
た
で
す
。 

次
回
開
催
の
リ
ク
エ
ス
ト
も
あ
り
ま
す 

の
で
、
ぜ
ひ
そ
の
際
は
お
気
軽
に
お
越
し 

く
だ
さ
い
。 

２/２８ 

公民館の AED 



 

ｖ 

令和７年度第３回 
公民館運営協議会を開催しました 

 ２月２０日（金）、令和７年度第３回公民館運営協議
会を開催しました。 
 令和７年度社会教育講座事業報告、及び令和８年
度の取り組みについて協議、承認されました。来年度
も地域の方々に気軽に足を運んでいただける公民館
であるよう取り組んでまいります。 

公民館より 

４月から日曜日は１８時閉館となります 
近年、公共施設の安全対策の重要性が高まっていま

す。  

より安心・安全に公民館を利用していただくため、

玄関に防犯カメラを１台設置し、４月から稼働いたし

ます。 

利用者の皆さまのプライバシーに十分配慮した運用

を行いますので、ご理解とご協力をよろしくお願いい

たします。  

お知らせ 

ｖ 
 

（火） 

ｖ 
 

チ
ョ
コ
レ
ー
ト 

不
使
用
、
小
さ
い 

お
子
さ
ん
も
安
心 

し
て
食
べ
ら
れ
る
、 

身
体
に
や
さ
し
い
米 

粉
の
ガ
ト
ー
シ
ョ
コ
ラ 

を
つ
く
り
ま
し
た
。 

八
ッ
杉
森
林
学
習
セ
ン
タ
ー
職

員
を
講
師
に
木
っ
端
で
作
る
フ
ォ

ト
フ
レ
ー
ム
。
好
み
の
木
っ
端
を

や
す
り
で
つ
る
つ
る
に
し
て
、
あ

と
は
思
い
思
い
の
フ
ォ
ト
ス
タ
ン

ド
に
し
て
完
成
！
小
さ
な
手
で
一

生
懸
命
や
す
り
を
削
る
姿
は
と
っ

て
も
愛
ら
し
か
っ
た
で
す
。
親
子 

共
作
の
作
品
に
は
ど
ん
な
写 

真
を
飾
る
の
か
な
？ 

来年度も 

お待ちし 

てます  

子育てサポート事業 
 

ど
れ
に 

し
よ
う
か 

な 
 

山
田
三
枝
子
さ
ん
の
指
導 

の
も
と
、
ア
イ
デ
ィ
ア
が
つ 

ま
っ
た
、
ひ
な
ま
つ
り
ロ
ー
ル 

ケ
ー
キ
と
花
び
ら
餅
を
つ
く
り
ま 

し
た
。
ひ
な
ま
つ
り
に
ぴ
っ
た
り
な
華

や
か
で
か
わ
い
ら
し
い
二
種
類
の
ス 

ウ
ィ
ー
ツ
は
食
べ
る
の
が
も
っ
た
い

な
い
く
ら
い
で
し
た
が
、
と
ー
っ 

て
も
美
味
し
か
っ 

た
で
す
。 

な
る
べ
く
手
間
を
省
く
よ
う
工
夫 

さ
れ
た
工
程
で
し
た
が
、
チ
ョ
コ
レ 

ー
ト
風
味
が
食
欲
を
そ
そ
る
本 

格
的
な
ス
ウ
ィ
ー
ツ
に
仕 

上
が
り
ま
し
た
。 

令和 7 年度 

放課後子ども教室 

1 年通して行ったＰＣＮ武生 吉田光 
喜さんによるプログラミング教室。今 
年度もイライラ棒やカムロボラジコン、 
音楽遊び、ゲームなど楽しみながら学びました。今年 

度最終日はドローンを操ってお菓子 
吊り。一度に数個かっさらう強者も！ 
来年は 6月から始まります。プログラ 
ミングを使って何ができるかな？ 

２年間行ってきたよさこい教室は今年度をもって
終了。岩野宜江さんを講師に練習に励み、夏祭りや文
化祭ではお揃いの衣装を着て、披露しました。最後の
ステージとなった「防災おもちつき」では新作の「ソ
ーラン節」、十八番の「勇気 100％」と「夢をかなえて
ドラえもん」を踊りきり、会場を沸かせました。 

文化祭 

 

岡本まつり 

防災おもちつき 

防犯カメラの設置について 

昨年９月から試行的に地区公民館の日曜日を 

１８時閉館としていますが、４月から本格運用に移行

します。なお、第３日曜日は休館です。 

皆様のご理解とご協力をよろしくお願いします。  

【問合せ】 

越前市教育委員会事務局生涯学習・文化財課 

TEL：0778－22－7459 

 

講
師 

古
木
愛
望
さ
ん 

参
加
者⃀
親
子
６
組 

かわいい 2 品が完成  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3・４ 月の行事予定 

※休館日：毎週月曜日・3/21(土)・3/22(日) 

 

 

 

岡本地区 
人口・世帯数 

  (3 月 1 日現在) 
 
人口 2,690 人(-5) 
男 1,312 人 (-1） 

女 1,378 人（-4） 
 
世帯  966 戸（±0） 

 
( )は前月比  

“ふるさとおかもと”は、越前和紙を有効利用しています 
 

3 月 15 日(日) 雪解けクリーン作戦 

(環境保全部) 

20 日(金) 新旧定例会 

     27 日(金)  和ハーブ散策 

(放課後子ども教室) 

4 月 10 日(金) 青山のぼり実行委員会 

18 日(土) 拡大理事会 

  25 日(土) 総会 

春
の
陽
気
に
心
和
む
季 

節
で
す
が
、
新
年
度
が
近

づ
き
、
気
忙
し
い
日
々
を
お
過
ご

し
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
環
境
の
変

化
も
多
い
時
期
、
こ
の
会
報
が
ふ

と
息
を
つ
く
安
ら
ぎ
や
、
地
域
を

繋
ぐ
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
幸
い
で

す
。
こ
れ
か
ら
も
岡
本
ワ
ン
チ
ー

ム
で
頑
張
り
ま
す
。 

寄
稿
お
待
ち
し 

て
お
り
ま
す
。 

３年生がふるさとの魅力を発信 
 1 月 31 日(土)に市役所ｅホールにおいて市内全小学校３年生の代表チ 
ームが参加して「みんなに伝えたい！ふるさとのお宝コンテスト」が開催 
され、岡本小からは「岡本の宝 伝え隊」の４名が代表として参加しまし 
た。このコンテストは、地域の文化や歴史にふれる体験・探究活動を行い、 
感じたことや考えたことを表現・発信する活動（プレゼン）を通し、ふる 
さとを愛する心と社会に貢献する志を育成することを目的としています。プレゼンで
は、大瀧神社の祭礼や建築の特徴、和紙の歴史や良さについて、調査活動をもとに作
成したスライド資料を使って堂々と発表することができました。 

 ６年生を送る会 
３月３日（火）に６年生を送る会をひらき、岡本小学校を卒

業する６年生に感謝の気持ちを伝えました。異学年グループで
ある縦割り班ごとに各教室に分かれ、５年生が中心となり、ゲ
ームを楽しんだり、ありがとうのメッセージを伝えたり、手作
りのプレゼントを送ったりしました。笑顔あふれる、心温まる
会となったのも、これまでの６年生全員のリーダーとしての活
躍のおかげです。６年生のみなさん、本当にありがとう。 

春季火災予防運動の実施について 

～令和８年３月２０日から２６日まで～ 

 
 

 ＜目的＞ 

火災が発生しやすい時季を迎えるに当たり、火災予防思想の一層

の普及を図り、もって火災の発生を防止し、高齢者を中心とする死

傷者の発生を減少させるとともに、財産の損失を防ぐ！ 

 
林野火災注意報・林野火災警報発令時における火の使用制限例 

◇山林、原野等において火入れをしないこと 

◇煙火を消費しないこと 

◇屋外において火遊び又はたき火をしないこと 

◇屋外においては、引火性または爆発性の物品その他の可燃物の附近で喫煙しないこと 

◇残火（たばこの吸殻を含む）、取灰又は火の粉を始末すること 

◇林野火災注意報・警報発令時には、消防職・団員の指導に従うこと 

度重なる寒波に苦しめられた今冬ですが、いよいよ福井県も雪解けの時期を迎え、乾燥や強風による火災の頻発

時季に入っています。全国的には、平成 17 年から令和 2 年まで減少傾向が続いていた住宅火災件数や死者数が、

令和 3 年以降は再び増加傾向にあります。 

 また、令和 7 年 11 月に大分市で発生した大規模火災や大船渡市等全国で発生した林野火災などは、まさに

乾燥や強風が火災拡大の一因と考えられています。 

住宅防火に加えて、令和８年１月１日には「林野火災注意報」「林野火災警報」の運用が開始されました。 

林野火災は、例年 2 月から 5 月にかけて多く発生する傾向があります。以下の点を必ず守っていただき、火災

予防の徹底にご協力をお願いします。 

                                        〔問い合わせ先〕      
南越消防組合 東消防署    

予防指導課 ☎４３-０１１９ 


